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要 旨

ブラウン管および受信機について,規定の色度(9,300DK＋27MPCD,および8,500■】K＋27MPCD)と輝度

(85rlx,およぴ100rlx)を発光しているか否かを視感検査する場合の標準器を2種棋,コンパレ一夕形および

ブラウン管形を製作した｡コンパレ一夕形標準器の標準発光面は標準電球で照射した拡散反射面を使用し,こ

れに色フィルタ,ニュートラルフィルタを組み合わせる｡そして,ブラウソ管発光面と標準光発光面を付属の

コソバレータで同一視野に導き視覚判定する｡標準の白色の確度ほ色度座標』∬,』即で±0.005以内,輝度で

約2%と推定される｡一方,ブラウソ管形標準器は17インチ形テレビブラウソ管のスクリーンと同じ大きさの

発光面を有するものである｡すなわち,けい光ランプの光を色フィルタを通して拡散性の閉面(int昭ratOr)に

導き,integratorで相克反射した光を拡散透過性の窓に呈示して標準白色の発光面を得る｡

l.緒 口

従来,物体色の標準としては,マンセ′レ色男やオストワ′レド色票

などがある｡それに対して,光源色の際準は,その必要性が感じら

れているにもかかわらず,測色用のC光源を除けばいまだに津及し

た市販品もなく,必要に応じそのつど実験室的な装置をつくってい

るのが現状である｡そこで,われわれはブラウン管および受信機の

検査調整用標準器として使用する2種塀の白色標準器を製作した｡,

これは方式および精度から分けられ､一つはコンパレ一夕形と称す

るもので,少し使いがたいが比較的精度が高いものである′｡もう一

つはブラウソ管形と称するもので,外観をブラウソ管スクリーソと

同じようにしたものである｡これら標準器の写真を図1,図2に示

す｡

カラーブラウン管について標準の白色光を,kCAでは,色度は

9,3000K＋27MPCD(∬=0.281,y=0.311),8,500勺K＋27MPCD(∬=

0.287,y=0.316),輝度は85rlx,または100rlxと規定している(1)｡ノ

このMPCDほ肉限で弁別できる最小の色差であるれ これは実験

者によって単位が異なり,したがって色度雁標が異なってくる｡そ

こで,われわれほB.R.Canty上〔の論文(2Jから9,3000K＋27MPCD,

および8,5000K十27MPCD(乃色度雁標を内挿(そう)して∬=0.2811,

y=0.3107,および∬=0.2874,即=0.3182と求札 これを標準の口

色光とした｡ところで,このような色度の白色光を主与示するには,

色フィルタを挿(そう)人して調整するわけであるが,市販品でほ希

望するものが得られないので,色フィルタほ口立製作所中央研究所

で製作した｡以下,コンパレ一夕形標準器,ブラウン管形標準掛こ

ついて報告する｡

2.コンパレーク形標準器

2.1標準器の構成

図3に示すように,光度標準電球エの光によって拡散反射面βを

照射し,その反射光を色フィルタダ,およぴニュートラルフィルタ

Ⅳを通してみる｡すなわち,観測窓Iyからみた場合に拡散反射面β

が標準発光面となるわけである｡標準光の輝度調整は,ニュートラ

ルフィルタの挿入による粗調整と,拡散反射面と標準電球との距離

を変化する微調整によって行なう｡また,色度調整は色フィルタの

挿入によって行なう｡本標準器の場合,市販のフィルタで適当なも

のがないので後述する自製の色フィルタを用いた｡標準電球ほ,高

低,水平および水平回転の調整が可能な電球架台に,また,拡散反
*
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図1 コンパレ一夕形標準器

図2 ブラウン管形標準器

コンパレーーータ
N
Ⅵr

標準電球
C

拡散反射何

色フィルタ

ニュートラル7=レタ

観測窓

.汁致器

†J

l眼

磋妄

図3 コンパレ一夕形標準器の使用法
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射面は水平回転および高低の調整が可能な拡散板支持台に取り付け

た｡この場合,拡散反射面は完全拡散面ではないので,Lambert法

則からのはずれによる誤差をできるだけ小さくするために,また,

観測窓からみた場合の拡散反射面の実効面積をなるべく大きくする

ために,図3のi万と石野がなす角をある程度小さくすることが

望ましい｡

このため本標準器では上記の角を26度とした｡木原準器を使用

する場合には,観測窓から出た光を図3に示すコンパレークに導き,

反対側から導かれたブラウソ管の光と円形たて割の視野で肉限比色

する｡

2.2 標準器の部品

標準器は上述したように,電球,拡散面,ニュートラルフィルタ,

色フィルタおよびコンパレータの組合せによって構成されており,

コンパレークを除いた各構成部l_冒-が標準光の色度と輝度に大きな影

響を及ぼす｡そこで,これらについて簡単に述べる｡

2.2.1光 源

本標準器に使用するランプとしては,安定性および寿命の点か

ら現段階ではタングステン電球がもっともすぐれているので,分

布温度ほやや低くなるが,タングステンのコイルフィラメソトを

平面にはったガス入りの光度標準電球を使用した｡なお,本電球

は電気試験所の検定をうけたもので,これを規定の分布温度(こ

の場合,2,8540K),および光度で点灯するため,安定な電源で点

灯し,0･2級の電圧計で規定の電圧におさえる｡

2.2.2 拡散反射面

拡散反射面としては,MgOのスモーク而,きせガラス,オパ

ールガラスなどの材料があるが,完全拡散面に近似し,可視域に

わたって一様に高い反射率を有するMgOのスモーク面を使用す

ることが望ましい｡この場合には,MgOのスモーク面ほASTM.

D986-50(3)の規定によって聾珪作する｡なお,できあがったMgO

のスモーク面の絶対反射率の測定はむずかしいので,本標準器で

は,G･W･Goldon-Smitb(4)の値を用いた｡しかし,MgOのスモ

ーク面は製作,取扱いが厄介なた捌こ工場用のものには,日立製

作所那珂工場製品の副自板を使用した｡これほともずりで新しい

面が簡単に得られ,また,機械的にもある程度じょうぷで,経年

変化も比較的少ない｡副白坂の分光反射率はMgOのスモーク面

を標準として測定し,これをMgOの絶対反射率で補正した｡こ

れらの拡散面を完全拡散面と仮定すると,完全拡散面の性質から

拡散而の輝度はその面の照度と反射率で決まり,輝度ほ見る方向

に関係なく等しくなる｡したがって,標準光の色度および輝度は

観測窓と拡散面とのなす角度に無関係になる｡

2.2.3 ニュートラルフィルタ

選択性のまったくないニュートラルフィルタは得がたいが,湘

南光膜製のクロメルの蒸着フィルタに比較的よいものがあるので

これを用いた｡しかし,この場合でも場所による透過率のむらが

非常に多く,実際に使用するフィルタ中心部の透過率を測定する

必要がある｡そこで,ダブルモノクロメータ,光電子増倍管を組

み合わせて,分光透過率の測定装置をつくり,各波長における透

過率を求めた｡なお,この方法で求めたフィルタの分光透過率に

は中心部と周辺部の問で約2%の差が存在した｡

2.2.4 色フ ィ ル タ

標準光の色度を調察するために色フィルタを挿入するが,市販

のものではわれわれの意図する白色光を星示できなかった｡その

ために自製の色フィルタを製作したが別に改めてのべる｡

2.2.5 コンパレーク

試験しようとする光源と標準光とを比較するに際して,両者の

色を同一視野に導き並置すると,測色の感度および精度が格段に
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図4 コンパレータ光学系(単位mm)

向上することが知られている｡また,一般に,色彩計の観測視野

としては二つ割りの円形視野が用いられ,かつ,生理解剖学的条

件から縦割りが原則とされているので本コンパレータにおいても

この方式で製作した｡また視野の大きさについては視野2度が一

般的であるので2度になるように設計した｡コンパレ一夕の光学

系を図4に示す｡この図において,左右の視野n,鴨からの光

ほアルミニウムの蒸着ミラーAで反射してβ,Cのプリズムを通

り,同一視野に縦割りとなって並匿されるように導かれる｡光学

系は分光特性にできるだけ選択性が少なく,また左右ができるだ

け同一になるように注意して製rFしたが,左右の相異を補正でき

るように0,0′軸のまわりに回転できる構造とした｡

2.3 標準光の輝度と色度の検討

標準光の色度(∬,y)は標準器の部品,すなわち,標準電球,色フ

ィルタ,ニュートラルフィルタおよび拡散反射面の分光特性から次

式で求められる｡

方=JE｡ス･βス･丁ユ･丁′ヱ･磨ス･dス

y=Jgαス･Pj･Tj･丁′A･軌･dj

Z=JE｡ユ･Pス･丁ス･丁′j･乏ス･dス

.方
ズ＋y十Z■

y

y=‾緬

ここに,

E｡ス:

Pス

丁ス

で/j

∬j,yj,Zス

(1)

標準電球の比分光分布で,この場合A光源(分布温

度2,854DK)でプランクの式により求められる｡す

なわち,電球を灰色体と仮定する｡

拡散何の絶対分光反射率｡副自板を用いる場合は

MgOのスモーク面を標準とする分光反射率にMgO

のスモ】ク面の分光反射率を乗じた値

ニュートラルフィルタの分光透過率

色フィルタの分光透過率

2度用スペクトル三刺激値

また,標準光の輝度については,標準光源の水平光度,およぴ,

拡散反射面,ニュートラルフィルタ,および色フィルタなどの分光

特性から次の(2)式によって求められる｡

β如)=詰
また,光点発散度〟は

〟(rlx)=宕‥…=…
ここに,
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すなわち,輝度βは,

…(2)

=
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ところで,

標準電球の光度(cd)

拡散痢と標準電球との距離(m)

輝度の補正係数で本標準器の場介

_土些スエ旦旦二三仁_チ/ぅこむ少むJE｡j･否j･dス

これらの色度および輝度に影響を及ぼすと考えられる

誤差について次に検討する｡

2.3.1輝度の検討

色フィルタ,ニュートラルフィルタの透過率の測起誤差,およ

び測定個所による透過率のむらに起凶する誤差を除いて標準光の

輝度に関与する次の6項削こついて検討を行なったこ,

(1)拡散両軸こ対する光源光の入射角

先にのべたように,反射何の鮮度は照度と反射率で決まるか

ら,本標準器においては拡散向に対して,光源の光を入射角0

度で入射するよう設計した｡しかし,いま,入射角を2度と仮

定した場合0度入射のときに比べて輝度の値は99･9%となる｡

すなわち,標準面の向きが2劇_仁ったとしても測定値に生ずる

誤差は0.1%以‾Fとなる｡

(2)拡散反射面の原理的な輝度むら

拡散而(由径48mmの門板)と標準電球との距離が最も条件

のわるい近距離の30cnlでも,拡散面の中心部と周辺部との輝

度の相異は1%以下である｡

(3)拡散面と光源の距離

標準電球と拡散面との距離がいちばん近い30cmの場合に,

機械誤差と読取り誤差を｢分に含めて,1mmの誤差があった

と仮定すると,(2)式から0.7%の輝度またほ光束発散度の誤

差が生ずる｡

(4)標準電球の経時変化

光源は点灯中に漸次,測光伯が変化するのでときどき校正す

る必要があるが,一般に標準電球として使用されるタングステ

ン電射こついて,測光値の減少ほ定電圧点灯で1時間あたり,

0.3～0.4%以内である｡

(5)電圧の誤差

本標準器に使用したようなガス人声)電球においては,電肝1%

の変化あるいは誤差に対して光度は約3･～4%変化する｡した

がって,0.2級の電圧計を用いても,木標準器の輝度を0･5%以

内に内規するのは容易でない｡

(6)拡散反射而の反射率

MgOのスモーク面ほ時間経過によって変化することが知ら

れているので,如､ものほ使用しないで常に新しい而を使用し

なければならない｡なお,MgOのスモーク而製作の再現性は

反射率で普通1%である｡)また,副口板も使用中,あるいは使

用しないでも長い間には相当の変化が認められたので,確度が

特に必要な場合には各使用口和こ反射率を測定することが必要で

ある｡

以上の検討から総合すると,輝度については最悪の条件を仮定

しても3夕方,普通の使用状態でも2%を越えないと考える｡なお,

輝度の算出を簡略化するた捌こ,MgOのスモーク面の反射率を

1.0に仮定することによって生ずる誤差は2.5%である｡また,副

自板の反射率を1.0に仮定することによ/)て′とずる誤差ほ約4%

程度である｡

2.3.2 色度の検討

標準光の色度に関して,色度に最も影響を与える巴フィルタの

色むらについては後にゆずり,次の2点について検討を行なった｡

(1)標 準 電 球

本標準器に使用したようなガス入り電球でほ経年変化による
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図5 ブラウン管形標準器(単位mm)

色温度の変化ほ少なく,また,電圧1%の変化あるいは誤差に

対しても,分和温度ほ約10LつKの変化にとどまる｡したがって,

電球の電圧誤差による分布温度の変化は一応無視してよい0一

九電球を灰色体と仮定することによって生ずる誤差は,電球

の比分光分布が個々の電球によって変わり,また,測定するこ

とも容易でないところから,一般の測定でほ無視されている0

しかし,これまで発表されたタングステン電球の分光分布から

考えて,この場合の色度誤差は叫』yで,それぞれ0･002程度

あるいはそれ以‾‾Fと推定される(5)｡

(2)包皮丁重標の算出法

(1)式の色度計算において,10nm間隔の反射率および透過

率を用いて績分計算を行なった｡このように簡略化して求めた

場合と,5nm間隔で求めた場合の佑分誤差にもとづく色差は,

色抑こついての報告(6)によれば』∬=0.0004,』y=0･0015以内で

あノる0本報告の場合ほ色フィルタの透過光であるが,同程度の

誤差と考えられる｡

以ヒの検討から,色度諾を差はMgOのスモーク面を使用すると

き∬,yで0.001,副白仮を使用するときでも∬,yで0･002以内に

とどまると推定される｡なこお,色直の算出を簡略化するために拡

散両の分光反射率を一様に1.0と仮定することによって生ずる色

差は∬=0.0014､甘=0.0015程度と計算された｡

3.ブラウン管形標準器

3.1標準器の構成

一一脚こ,試験色と標準色を肉眼で比較するにほ観測条件,たとえ

ば,目に与える材質感や視野の大きさを等帆こする必要がある｡し

たがって,本標準器を受信機と並置し,ブラウソ管スクリーン全体

の発色状態を肉眼で比較検査するとき,標準器の標準光発光面をブ

ラウノ管スクリーンと同様に拡散性で,同じ大きさのものにする必

要がある｡また,条件等色の現象からブラウソ管の矧頒を同じ色に

しなければならない｡そこで,われわれは測光測色に用いるinte-

gratorを応用した拡散性の閉向をつくり,これとけい光ランプ,色

フィルタ,およびきせガラスを組み合わせて標準旨旨を製作した｡図

5がその正面図と側血断面図であるが,1ampbox,およびinte-

grator内部には光束計内面塗粁7)で白色塗装を行ない,標準発光面

には両面マットしたきせガラスを使用した｡光源としてけい光ラン

プを用い,その光を色フィルタを通して拡散反射面を右するinte-

gratorに投射する｡また,実際の受信棟に類似させるため,このき

せガラスの前にエスカッショソをおいて透明のガラスを取り付け

た｡なお,この図に示すようにintegrator内に隔板をおき,場合に

ょってはその位置を変えてintegratorの内面積を調節し,標準発光

面の輝度を調整する｡
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3.2 構 成 部 品

3･2･1光 源

光源の選定にあたって問題になるのは安定性,および分光分布

の自由度である｡けい光ランプはタングステン電球に比べて謂特

性の安定性がわるく,電源が一近でも多少変動し,また,一定の

ランプ電流あるいはランプ電力で点火‖ノても,一定の光東を再現

しにくい｡さらに,周囲温度の変化によって光束,色度が変わる｡

しかし,その反面,分光分布の自Lll度が大きく,点灯中の光束の

減少も少ない｡また,紫外,赤外域のエネルギーが小さくて,色

温度の高い一定光束を得ようとする場合,ランプ自体のワット数

はタングステン電球に比べてはるかに小容量のもので十分であ

り,したがって標準器に机ム人れた場合,猫度_ヒ好の問題が生じが

たい｡さらに,電源電圧,電流の変動にともなう光東および分光

分布の変化も小である｡そこで,点灯中の光束のふらつき,光束

の再現性が悪いという問題については,1,000時間程度の昭dng

をしてから安定なものを選び出すことにして本標準器用の光源と

してけい光ランプを用いることトニした｡すなわち,使用したランプ

は日立昼光色けい光ランプ(FL20D)で,1,000時間のageingを

行なった後,点滅をくりかえし,一定のランプ電力で点灯した場

合のランプ電流の再現性を調べた｡その結果,変動の少ないと思

われる最良のランプ3本を標準旨算用の光淑と定めたし〕ところで,

けい光ランプ測光値の再現性ほランプ電力で規定するのが最もよ

く次にランプ電流(8)であるが,電ノブ計としては電圧回路のインピ

ーダンスの高い特殊なものが安試されるところから工場での使用

が必ずしも容易でないと考え,木標準器においてほランプ電流で

規定した｡なお,昼光色を迷んだのはこの種類のランプの色度が

目的の白色光の色度にもっとも近いので,色フィルタをつくる場

合,比較的分光透過率の高いものが得られ,その結果,光束の損

失が少なくできるからである⊂,また,青色,赤色けい光ランプに

比べて,七畏光也のランプほ量産品で,特性が安定していると判断

したためである｡

3･2･2in†egrq†0｢の内面塗装

いま,integrator内向の分光以射率を披艮スにおいてPjとすれ

ば,integratorの実効的な分光反射率は〃ス/1-クスに比例する〔)

このことかじー)別寸率の∫‡:い､lノ州は非常に効率がよいかその反れ

波長による選択性を有するr勺痢は相互反射により,退択性が拡大

されて入射光如)分光分布を人きく変える原lペとなる｡本標準署芹

の場付,彩度の低いいわレ･♪るl′】色光を∫,_‡示するため,披艮による

選択性の少ない均一･な反射率を有するものが甥ましい.｡そこで,

光束計用l′-i色塗料を用いることにし,几4gOまたはBaSO4を顔料

とする硝酸繊維素塗料を塗装した(7)1｡

3･2,3 標準色発光面

標準色を発する面,すなわち,integratorの窓ほ肉眼でみたと

き,ブラウン管スクリーンと同じ材質感をもつ必要がある｡その

ため,窓から出る光の配光曲線がブラウン管のスクリーン程度に

完全拡散巾虹近似することが必要である｡光源の光はintegrator

l勺で相互反射をくりかえすから,窓からでる光は窓に拡散透過面

をおかなくても,完全拡散面に近い配光となる｡ただし,今回の

integratorでほ透明の窓を用いると,integratorを構成する板の

継目などが直接見えることになるので,拡散性のガラスを使用す

ることにした｡この場合,このガラスは透過率が高く,かつ,透

過する角度によってその分光透過率の変わらないものが望ましい

ので,スリガラス,オパールガラス,きせガラスなどについて検

討した｡その結果,透過率が高く比較的拡散性のよい両面マット

したきせガラスを使用した｡参考までに法線入射に対する配光性

曲線と白黒ブラウン管の配光曲線(9)を図占に示す｡
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3.2.4 色フ ィ ルタ

標準光の色度を調整するために也フィルタを挿入するが,市販

の色フィルタについて調査した結見 本標準掛こ適した大きさ,

ならびに色度を有するものがないので後述の方法で邑フィルタを

製作した｡

3･3 色度算出の検討

標準色の色度(∬,y)は(1)式に応じて本標準器の場合,三刺激値

方,y,Zから次の(3)式によって求められる√-j

方二‡乃･庶人･糾冒P′j･･烹ス′

y=‡榊j･舶＋芋P′j′･否j′

Z=～凸･亨j･dス＋芋P′ス′･ぎj′
∬=

ズ

ズ＋y＋Z

y

y=‾豆了‾y＋Z

几:標準署旨発光拍iの比分光分布で,

ここに,

(3)

波長スにおける単位

波長幅あたりの分光放射束の相対値

P′j′‥ けい光ランプ水銀緑の分光放射束の相対値(ス′=

404･7,407.8,435.8,49l.6,546.1,577.∩,579.1nm)

れ否ユ,亨j:2度用スペクトル三刺激値

ところで,いま,(3)式の乃,P′ス′は次式によ一,てもー-･応求めら

れる｡

凸=キス･Tj･丁′j･丁′･′j･+さぅー
l一/り

P′ス･=P′〃′･丁ス′･丁′j′･丁′′j′･-Pj'

1-〃ス′

ここに,

P′j:けい光ランプの比分光分布で,

(4)

波長スにおける単位

波長幅あたりの分光放射束の相対値

アンス′‥同じくけい光ランプ水銀線の波長約こおける分光放

射束の相対値

Pス:integrator内‾血の分光反射率

T

T/

丁//

色フィルタ分光透過率

integrator窓の分光透過率

前面透明ガラス分光透過率

この場合,

為j=今j･丁′ス･丁′′j･-+L
l-Pヱ

P′｡ス′=タンス′･T′ス′･丁′′ユ′･+卓∴
1-Pj′
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とし,Jもj,P′oj′石rあ｢Jかじ〟)求めておくと,

乃=fもノ･丁上 )

p′ス′二f)′｡ス′.丁ヱ′卜
(5)

となり,也フィノしタ製作叫辣ノ㌔んP′｡スノを二次光源の比分光分布と考

えればよいから似利である｡しかし,色フィルタ分光透過率Tj,丁ス′は

一触には線方1｢-Jの入射光および透過光を仮定しているから,本標準

器の場合原矧1小二訳;告が/卜ずる､｢すなわち,Bouguerの法則によ

って求められる次の(6)ノ〔からもわかるように,入射角の大きい光

の通過後の分光分イIiほ入射杓()便の光び‾)それとはかなi)異なること

が考えられる｡

エ･二ん･β‾方∬
‖(6)

ここに,

′∴ 透過光の強度

1∴ 入射光の鹿度

ゐ:吸収係数で波長の関数

∬:光路の長 さ

そこで,この誤差の程度を検討するため,Van Cittert形のダブ

ルモノクロメータ,光電子増作ナ管(RCAIP22)を用いて上述の分光

分布凸,P′ス･および品j,P′｡j′を測定した｡測定に際し,光電子増

倍管の1inearityから生ずる誤差が少なくなるよう考慮し,標準電

球によるMgOのスモーク面の反射光を標準とした｡この場合,モノ

クロメータにほいる光束も低いのでスリット幅は広くなり,その波

長幅は波艮450,550,650nmにこねいてそれぞれ4.3,9.1,16.Onm

であるい この測起紙果と,ヒフイ′しタの法線方向の分光透過率の値

むJ円いて(4･)J七,心上ヒび(5)J･し〃りノ臼三かレー)出雌な戌が)た場合の耐者

の机童ほ,∬で().011,〟▼亡0.()18であった､したがって,巴フィ几-タ

刹▲■ロ人しないで標準語謹〟)_発光する比分光分小指ユ,P′｡j′を求め,そ

れに巴フィノLタの分光透過率TJ,rス′な相席して求めると,本標準器

の場合仰当の諾を占が含まれることが判明したl､

3.4 色度,輝度の調整

上述のように構成の部ふ-∫の分光特性から標準光の色度を求めると

相当の訳差が考えられるので,色庇および輝度の調整はコンパレー

ク形標準器を用いて行なった｡その際,本標準器の色度調整は色フ

ィルタの挿入によって行ない,輝度調整は1amp boxとintegrator

の間に設けた絞りによって糾調整,けい光ランプの電流の加減によ

って微調整を行なったし)これらの色度調整は標準発光面の中央部に

ついて行なわれたカ＼発光面全体の色むらは肉眼で識別できない程

度であった｡また,輝度については光電池照度計で標準光発光面の

中央,ニケゴよび左右上】この各隅の計5個所で測定したところ,最大と

最小の間には約9%の差が認められた｡しかし,肉眼でみる場合ほ

とんど支障ほ牛じないと考えられる｡なお,色度調整をするための

色フィルタは後述の劣化のた糾こあらかじめ予備を月]意するれ そ

の色フィルタの透過率は必ずしも等仙でない｡この場合,そのたび

に,コンパレーク形標準器で調整するのほ厄介なので,本標準器に

関する測光呈について,視感補正を行なノー1た光電池照度計を用いて

測近しノたr_､

4.色 フ ィ ル タ

標準光の色度は非常に特殊で,かつ,割合よい確度が要求される｡

また,ブラウン管形用に使用する色フィルタは,光源の光束をでき

るだけ効率よく使うため大形のものが望ましい｡そこで,われわれ

の手で製作が‾口J能なゼラチン色フィルタを使用した｡すなわち,乳

剤を処理した工ゾ真用乾板を素材として,図7に示すような染色装置

を用いて染色したものである.-､.

4.1染 色 む ら

コンパレノータ梓川】の色フ†7L々の切今は染色むらが問題になる｡

77り

図7 染 色 装 置
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そこで,できあがった色フィルタ(5×5cm)について日立EPR-Ⅲ

形自記分光光度計により周辺部の4点を測定した｡そして,(1)式

によって算出した色度の差がだいたい0.004以下のものを染色むら

の山で合格とした｡おお,中央部と周辺部についても検討した結果,

だいたいこの程度の染色むらにとどまることが判明した｡また,ブ

ラウン管形川の巴フイ′レタについては,邑フィルタが大きいので比

較的むらが+三じやすい｡しかし,図5に示すように光源の光は色フ

ィルタ透過綬,相互反射するので色フィルタ自体の染色むらははと

んど問題にならないと考えられる｡､

4.2 使用した色フィルタの例

標準の自巴光の巴度座標は初めに述べたように∬=0.2874,y=

0.3182またほ,∬=0.2811,y=0.3107であるが,コンパレ一夕形の

場合,(1)式による標準光の邑度が血,』yで±0.0025の誤差範囲

にあるものを合格としたこ,ただし,色フィルタの分光透過率は口立

EPR-n形自記分光光度計て傾IJ足した｡また,プラT〉ン管形の場合,

コンパレータ形標準;音詩との比巴によって祝感的にほとんど差の認め

られないものを合格とした｡合格した色フイ′レタの分光透過率の一

例を図8に示す｡
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4.3 劣 化

コンパレータ形標準器の場合,光源がタングステン電球であるた

め紫外線による劣化は少なく,劣化の主要因は熱であると考えられ

る｡本標準器の色フィルタ挿入部の温軌ま約40℃で飽和してしま

うので温度40℃のもとでの耐熱試験を行なった｡1,000時間後の色

度変化』∬,』γは,標準光の色度近傍でそれぞれ0.002程度であっ

た｡また,ブラウン管形標準器の場合は逆に,熱による劣化は少な

く,紫外線による劣化が大きいと考えられる｡すなわち,色フィル

タ挿入時の1amp box内の温度ほ,室温23±1℃の場合ほぼ30℃

で飽和してしまうので1amp box内の温度上昇による劣化は小さ

い｡一方,光源にけい光ランプを使用しているので紫外線による劣

化が考えられる｡そこで,実際の使用状態で1,000時間経過後の色

度変化を検討したところ,』∬,』yでだいたい0.003と推定された｡

5.結 R

以上述べた2種類の標準器の併用により,カラーテレビ受信撥の

検査調整を肉眼で比較的簡単迅速に,かつ,相当よい確度で行なう

ことができる｡しかし,これらの標準器による標準光の分光分布と

覇 廷

評 論 第49 巻 第7 り一

実際のブラウン管の分光分布が異なることからメタメリの問題が残

る｡したがって,本標準旨賢の使用にあたってはこの点の注意が必要

で,できれば外来光を除くことが甲ましい｡

本装置はカラーブラウソ管用の白色標準器として製作したもので

あるが,原理的には他の色についてもほぼ同様に呈示できると思わ

れる｡ただ問題は色フィルタの製作がある程度限られており,また,

家内上業的な手法を用いる点である｡しかし,色フィルタは測光測

色の研究上にも必要性が高いので,今後,漸次聾珪作法を改良してい

くつもりである｡
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特 許 の 紹 介 義

特許弟463908号(特公昭40-17733号)

差電流特性を有す る方向比較搬送保護継電装置

同一鉄塔に2回線以上の多回線を共架したいわゆる多回線共架送

電線では完全な撚究を行なうことはほとんど不和能であF),送電線

間の電磁結合の不平衡のため,並列回線内を小､ド衡電流が環流し送

電線の各端子に設置されたリ レ▼に悪影響を与え,リ レーの誤動作

の原因となる｡この環流電流の影禦は高インピーダンス接地系統の

高感度地絡リ レーにおいて著しい｡

このような送電線に対しては本質的に環流電流に影響を受けない

差電流特性を有するパイロットワイヤリ レーを適用することが好ま

しいわけであるが,パイロットワイヤなる連絡線を有するため,主

として経済上の理由から適用限界距離があり,あまり長い送電線に

適用することができない｡

本発明はこのような事情にかんがみ搬送保護継電装置(キャリヤ
リ レー)を差電流特性の面から検討し,パイロットワイヤリレーの
ような比率差動特性を得るようにしたものである｡図1は方向比較

式のキャリヤリ レーの原理図である｡図で1は送電線で遮断器3を

介して母線2に接続される｡4は変流器,5ほ電圧変成器,6は故

障検出リ レー,7は内方向リレー,8は外方向リレーである｡9は

送信器で前記リレーの接点6a,7bおよび後述する受信リレー11の接

点11bを介して電源Pが与えられるとき送信を開始する｡10ほ受

信器である｡11ほ受信リ レーで動作コイルOCと抑制コイルRCと

を有し,OCが付勢され,RCが付勢されない状態で動作する｡OC

ほ前記リ レーの接点6a,8bを介して付勢され,RCは受信器10に

受信信号があるとき付勢される｡送,受信器9,10は紆余装置12で

送電線に接続される｡送電線の各端子に同様の装置が設けられ,相

互に信号の送受信を行ない故障の内外判断を行なう｡

2

5■

6a
7b llb

OC 11

8b
RC

10

11a

㌻む--------一一-TC

図 1

12

中 山 敬 造

夢

ニのような構成でPづ都政障が発′卜すると両端電気所で6,7動作,

8不動作となり6a閉,7b開,8b閉となり,いずれの電気所からも

送信が行なわれす,したがって受信器10ほ不動作ゆえRCは付勢

されず,OCのみが6a,8bを介して什勢され,11が動作し遮断器

引はずL指令TCが出され両端で同時に遮断が行なわれる｡この場

f千両端;から電流が流入するものとしたが,かりに他端からは電流が

流人せず,または流J-11するとしても外方向リ レー8が不動rFである

限り両端遮断を行なうことができる｡このことほ図2のように各端

の電流をIl,Ⅰ2ととるとき,a-b-Cおよびd-e-fより右‾‾Fの飽域す

なわちa-b-g-e-dより石戸▲の簡城に電流があるとき動rFすること

を意味するものである｡

本発明はこのノ∴くに着日してなされたもので内,外方向リ レーの電

流感度を時間とともに変化させて,動作範囲をa′-b′-gしe′-d′,a′し

b′′-g′しe′′一d′′と変更していき一端流入,他端流入という故障状態で

あってもIl,Ⅰ2に差がある限り,Q,Rに示すような電流の場合で

も確実に動作して完全な保護をすることができるものである｡換言

すれは,本発明では電流の大きさを時間の大きさすなわち,内,外

方向リ レーが不動作となるまでの時間の差を検～Jiして両端の引はず

しを行なうものであり,確実な動作を行なわせることができる｡な

お本発明では検出感度を異にする内,外方向リ レーを複数組設ける
場伽こも同等に実現しうることもちろんである｡ (福島)
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